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ラクウショウ：
（スギ科） ジュラ紀の地層から化石が発見されて
いるため、「生きた化石」と呼ばれる。原産はア
メリカ東南部・メキシコ。東山キャンパス南部の
野外観察園で大きく育っている。別名ヌマスギ。

ギョイコウ：
（バラ科） サトザクラ
の園芸品種。「鬱金」
という品種と非常に
近く、緑色の花びら
をつける珍しい桜。
博物館前に栽培され
ている。

エンシュウムヨ
ウラン：
（ラン科） 自分で
は光合成をしな
い腐生のラン。
準絶滅危惧植物
で、2005 年に東
山構内東部の林
床で発見された。

コバノミツバツツジ：
（ツツジ科） 本部周辺に点在する。東山丘陵に
よく見られるツツジで、「尾張名所圖會」の「東
山の春興」の図に「花衣裾もつつじの紅裏に
みせばやぶりもげにやよひ山」と歌われてい
るのは、この花だと思われる。

ヒトツバタゴ：
（モクセイ科） 日本では愛知・岐阜・対馬にしか分布
しない落葉樹で、愛知県および全国の絶滅危惧種に
指定されている。キャンパス内には農学部付近の大
木をはじめ、数カ所栽培されている。ナンジャモン
ジャという別名でも知られる。

名古屋大学東山キャンパスで名古屋大学東山キャンパスで
見ることができる花々見ることができる花々

名古屋大学東山キャンパスで
見ることができる花々
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300 6 171,000

10

●全学のリサイクルルートを活用し、再資源化をすすめています。

「ダンボール」「新聞紙」「雑誌」などの材料として再生しています。

新聞紙・広告（ちらし）・コンピュータ用紙・ダンボール・ファイル類・雑誌、書籍全学リサイクル
ルート

循環ルート
（古紙中間処理施設）

古紙中間処理施設により回収・仕分け
シュレッダー処理後、製紙工場に搬入します。
●「古紙回収専用袋」（再生品）を配送します。

●定期回収日に指定集積場への回収を行います。

●回収された紙ごみの仕分け作業を行います。

●機密書類を始め、紙ごみ類などのシュレッダー処理を行います。

●再生された「学章入りトイレットペーパー」を配送します。

「学章入りトイレットペーパー」＆「古紙回収専用袋」
を学内で再使用しています。

古紙中間処理施設で
仕分けやシュレッダー
処理を行います。

ストックヤードへ
搬入します。

コピー用紙・機密書類（試験問題、答案用紙・帳票・伝票・名簿）・
紙ごみ・シュレッダー紙ごみ

製紙工場に搬入され、トイレットペ
パーにリサイクルされます。ー

トイレットペーパーや
古紙回収専用袋として
再利用しています。
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MaCS-NU: Management System of Chemical Substances-Nagoya University 2004
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2004 4

MaCS-NU

2007 300

MaCS-NU 11

PRTR

PRTR 354

1

0.5

2007 MaCS-NU 29,049 28.3 8,216 PRTR

2007 PRTR 2

95 4,717

145 2,976

12

全化学物質
29,049本

PRTR法
第一種指定
化学物質

8,216本
（28.3％）

2007 MaCS-NU
PRTR

MaCS-NU

2007 PRTR



60 2007 12 2008 1

2

2008 5 2

55 pH COD

pH pH=5 9

e-mail

http://www.esmc.nagoya-u.ac.jp/

13

No. 44 54

6F

2007.12.7 2007.12.7

11:50 15:40

pH 6.8/18 6.4/18 5 9

BOD 150 11 600 (mg/l)

SS 64 6 600 (mg/l)

17 < 1 220 (mg/l)

7.3 1.0 5 (mg/l)

1.5 7.5 30 (mg/l)

0.04 0.01 3 (mg/l)

0.08 0.03 2 (mg/l)

< 0.04 < 0.04 2 (mg/l)

< 0.025 < 0.025 5 (mg/l)

0.2 < 0.1 10 (mg/l)

< 0.1 < 0.1 10 (mg/l)

< 0.005 < 0.005 0.1 (mg/l)

ND (<0.1) ND (<0.1) 1 (mg/l)

ND (<0.1) ND (<0.1) 1 (mg/l)

< 0.02 < 0.02 0.1 (mg/l)

< 0.02 < 0.02 0.5 (mg/l)

< 0.01 < 0.01 0.1 (mg/l)

< 0.0005 < 0.0005 0.005 (mg/l)

ND (<0.0005) ND (<0.0005) ND

PCB ND (<0.0005) ND (<0.0005) 0.003 (mg/l)

< 0.001 < 0.001 0.3 (mg/l)

< 0.001 < 0.001 0.1 (mg/l)

< 0.02 0.23 0.2 (mg/l)

< 0.002 < 0.002 0.02 (mg/l)

1,2- < 0.004 < 0.004 0.04 (mg/l)

1,1- < 0.02 < 0.02 0.2 (mg/l)

-1,2- < 0.04 < 0.04 0.4 (mg/l)

1,1,1- < 0.001 < 0.001 3 (mg/l)

1,1,2- < 0.006 < 0.006 0.06 (mg/l)

1,3- < 0.002 < 0.002 0.02 (mg/l)

< 0.006 < 0.006 0.06 (mg/l)

< 0.003 < 0.003 0.03 (mg/l)

< 0.02 < 0.02 0.2 (mg/l)

< 0.01 < 0.01 0.1 (mg/l)

< 0.01 < 0.01 0.1 (mg/l)

< 0.1 < 0.1 10 (mg/l)

0.2 0.1 8 (mg/l)

ND



2001

2007 100 OA

1

2007

8 100 250,396 kg 250,396 kg 100

79 100 295,102 295,102 100

10 100 5,010 5,010 100

8
OA 17 100 70,184 70,176 100

5 100 60 60 100

9 100 2,355 2,355 100

2007

100 1,069 t 1,069 t 100

100 1,807 m3 1,807 m3 100

100 2,255 m3 2,255 m3 100

100 7,588 m2 7,588 m2 100

100 22,337 m2 22,337 m2 100

14



2008 2007

1 351,348

280,508

275,283

18,966

51,874

2 10,417

361,765

GJ 1,520,600 1,547,122 101.7

m3 1,288 1,228 95.3

76,783 81,583 106.3

t-CO
2

t 1,564 1,619 103.5

t 1,288 1,228 95.3

15



2004 11

2007

19

2008

1

9 126 135

2007 9 26 27 2

18

2004

3

2008 1 30 31

2 22 WTC

2005 2 1 4

NPO

38

16

1

19

2008



1976

NOx

1982

1979

100

pH

1990

2005

2006

2007

2008 PRTR

3-1

17



1998

3

2007 6 6 6 14 150

117 2007

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

18

法律で規制されている化学物質の数
毒劇物取締法

PRTR法指定化学物質

労働安全衛生法  有機溶剤中毒の予防規制

労働安全衛生法  特定化学物質等障害の予防規制

消防法

特定毒物 9種類 , 毒物 27種類 , 劇物 93種類

1種 354種類 ,2種 81種類

製造禁止物質 9種類 ,1類 7種類 ,2類 36種類 ,3類 9種類

1種 7種類 ,2種 40種類 ,3種 7種類



2004 4

2006

11 1 2007 2

2 9 18 1

3 10 24

1 2

3

1

2 3

4 5

3

70

19



1977

2000

2

2 99

20



25

web

2007 2008

1982

10 1992 3

1996

2006 12 3,404

2,604

800

2007 1,500 2008

21

2006 12



2005

3

2006 1 2007 2

2 10.7

30

22

2 1

新外来診療棟
（工事中）

西病棟 東病棟

外来診療棟

病棟

公道

中央診療棟

医系研究棟
1 号館

医系研究棟
2 号館

名古屋工業大学

エネルギー
センター棟

鶴友会館

公
道

公
道

鶴舞駅
北口

図書館

学生
食堂

動物実験施設
基礎研究棟別館

基礎
研究棟

看護婦
宿舎

福利
施設

アイソトープ
分館

住居地域

商業地域

商業地域

住居地域

解剖教育施設保存棟

公道

JR

特
殊
診
療
棟中

央
線



2007 2 2

2008 5

1914 3

1949 5

58

0.005 mg/L 0.0005 mg/L

0.08 mg/L 0.05 mg/L 0.077 mg/L 0.01 mg/L

9000 mg/kg 150 mg/kg 0.065 mg/L 0.01 mg/L

23

鶴舞団地配置図
中 央 診 療 棟

（医② 臨床医学研究棟）

（医④ 無菌研究施設） （病⑤ 外来診療棟）

（病④ 中央診療棟）

（医⑥ RI 診療室）

（医③ 臨床医学研究棟別館）

病② 西病棟 （病① 東病棟）特殊
診察棟

MRI-CT 装置室

高気圧
治療棟

リニヤック治療室

材料棟
高気圧
治療室 病③ 中央診療施設

調査対象物質

　医学部
六価クロム
シアン
鉛
砒素
　附属病院
六価クロム
シアン
水銀
鉛
砒素
フッ素
ホウ素

第
二
種

第
二
種

コバルト治療室



5

1

24

特定有害物質等取扱事業者 大規模土地改変者

〔         〕3000㎡以上の土地の改変を
行おうとする者〔          〕特定有害物質等を取り扱い、又は

取り扱っていた事業者（取得者を
含む。）

汚染の
おそれ

500㎡以上の土地の改
変（敷地の一部改変を含
む。） 過去の特定有害物質等取

扱工場等の設置の状況等
の調査 汚染の

おそれ
有り

土壌・地下水の汚染の状況の調査

汚染拡散防止措置の計画・実施

完了の確認

調査結果、汚染拡散防止措置の記録・保管、承継

市　
　

長

土
壌
汚
染
等
対
策
指
針
の
策
定

汚染土壌

汚染されていない
土壌

汚染の除去

最終処分場

汚染の除去

指定区域内 指定区域外

土壌汚染等処理
基準を超過

有害物質等取扱
工場等設置状況
等調査結果報告書

調査計画書届出書
土壌汚染等調査
結果報告書

汚染拡散防止
計画書届出書

汚染拡散防止措置
完了届出書



2006 10

20

2007 2 74

100

2007

2007 12 3

2008 4 2

25

2007.7

2007.12



26

所　　属 氏　　名
環境報告書2008
関連記事掲載内容・タイトル

研究者・担当者
項　　目

～

～



4 5

4

5

21

20

EcoTopia Science

2004

5

2020

1

2020

2 2020

3 2020 2100

4

27



2020

28



1997 Maymo-Gatell

10

29

LNAPL(Light

Non-Aqueous Phase Liquid)

DNAPL(Dense Non-Aqueous

Phase Liquid)



Life Cycle Assessment LCA

LCA LCA

2004

2008 2 28 3 IB 3 LCA

325 124 51

20

OB LCA CRS 2

NPO

34

37

30



2007

31



100

GAW

100

4.3 m

32

開発している気球搭載二酸化炭素計測器の小型飛行機による測定試験。矢印が開発している装置。
オーストラリアのアデレードで 2007年 3月に行った。



58 50

40 50

LCCX BEMS Building Energy Management System

LCCX 20 40

2050

33

24%

31%

45%

2004年における
比率

第1次オイル
ショック

第2次オイル
ショック 120%

135%

103%

エネルギー消費量の
増加率

(1990(1990年→20042004年 )



2007

2007

3

PDCA

34



4 1

1

1

1 CSR

5 5 ISO14001 2
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　地球温暖化などの環境問題を解決するための手段となるバイオエタノールであるが、万能というわけではな
く、また新たな健康被害を引き起こす可能性を持っていることが分かった。しかし、バイオエタノールが二酸
化炭素の削減などに大きく寄与することも確かである。フロンガスの時の二の舞にならないよう、新技術を安
易に導入するのではなく、十分な議論と対策を行ったうえで、慎重に行動をしなくてはいけない。

「バイオエタノールの開発と健康」について学習したK君の感想

TA ( I さん ) の感想

　環境労働衛生学で研究を始めて間もなく、基礎セミナーのTAに採用して頂きました。当初は、パソコンの使用経験がない学生が
多い中、極力専門用語を排除し、易しい言葉でマウスやキーボードの操作から教えるように心がけました。パソコン操作に慣れてき
たところで、パワーポイントの背景の変え方やアニメーションの使い方を教えると、その後は情報の収集の仕方を指導するのみでも
各自のテーマを完成させており、その進捗ぶりに感心させられました。最近は、パソコン操作やパワーポイントの使用に慣れている
学生が多くなっており、初歩的な指導の必要性を感じませんが、反面、情報が氾濫しているネット社会で、安易にフリー百科事典な
どに頼る学生が多く、文責の所在の明確な、より正確な情報を得ることの重要さに重点をおいて指導しています。
　セミナーの後半は、数人ごとのグループディスカッションが始まりましたが、発表の論点がずれてくる学生が見受けられ、目的に
達するための個別指導に苦労した場面もありました。しかし、多くの学生が適切な情報を検索し、論理的に発表を組み立て、それを
的確にわかりやすく表現し発表するコミュニケーション能力などを身につけていく様子が感じ取れ、TAにとっても、自分の研究対
象のみの狭小な知識ではなく、広範な衛生学の基礎知識や応用の教授法を多少は習得できる良い機会でありました。
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豊田市の名木を紹介する看板
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本 部 長

環 境 安 全 衛 生 推 進 本 部 概 念 図

環境安全衛生業務部

総　長

推進本部会議

環境安全衛生推進本部環境安全衛生推進本部

任務：
○環境安全衛生に係る総括
○環境安全衛生に係る全学横断的な事項の企画・立案・実施
○環境安全衛生に係る教育訓練等の普及・啓発活動
○環境安全衛生に係る連絡・調整

全学横断的な事項の実施、教育訓練等の普及・啓発活動、連絡・調整 等

本部長は、環境安全担当
理事が務める

環境安全衛生推進室

環境安全衛生管理室長

施設計画推進室長

災害対策室長

保健管理室長

総長補佐

原子力委員会委員長

施設管理部長

その他総長が必要と認めた者

（総括、企画・立案）

環境安全衛生 災害対策 保健管理 施設安全
廃棄物処理取扱、化学物質
管理システム、RI 取扱、
X線取扱、核燃料物質取扱、
組換DNA取扱、高圧ガス
取扱、局所排気装置点検・
検査等講習会の実施・時期
・周知方法、安全マニュアル
の整備指導、環境報告書作成、
PCB廃棄物処理　等

地震防災訓練、
防災教育等の実施
・時期・周知方法、
災害対策　等

防災訓練、キャンパス
クリーン等の実施・
時期・周知方法、
交通安全、アスベスト
対策、耐震対策　等

学生、職員及び
特定有害業務従事
者の健康診断、除
細動器使用説明会、
メンタルヘルス
講習会等の実施・
時期・周知方法　等

環境安全衛生管理室 災害対策室 保健管理室 施設計画推進室 施設管理部

事務支援 情報提供・依頼 指示・指導  委員

本部環境安全
衛生関係部課 部　　　　局

▲･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

環境安全衛生管理室体制図

総　　長

理事 (環境安全担当）

環境安全衛生管理室
室　長 業務統括及び

安全管理担当
環境管理担当

衛生管理担当

教員：兼任助教
教員：兼任准教授

教員：兼任教授

教員：兼任助教

○廃棄物の管理及び処理
○排水及び化学物質の管理
○職員・学生に対する環境安全管理
○廃棄物の処理に関する教育訓練

支　援

本部
総務部　人事労務課　施設管理部
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